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１
月
７
日
（日）
に
熊
野
町
消
防

団
員
、
海
田
地
区
消
防
署
熊
野

出
張
所
員
が
町
民
体
育
館
に
集

結
し
、
平
成
19
年
消
防
出
初
式

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雪
に

よ
り
、
長
年
勤
続
し
て
い
る
優

良
消
防
団
員
の
表
彰
を
中
心
に

式
典
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
表
彰
さ
れ
た
優
良
消
防

団
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

優
良
消
防
団
員
表
彰（
敬
称
略
）

【
広
島
県
消
防
協
会
会
長
表
彰
】

■
勤
続
25
年
以
上
（
２
人
）

第
７
分
団
（
新
　
宮
）

班
　
長
　
　
脇
田
　
賢
治

第
10
分
団
（
団
　
地
）

副
分
団
長
　
中
須
　
恭
司

■
勤
続
20
年
以
上
（
６
人
）

第
２
分
団
（
萩
　
原
）

分
団
長
　
　
世
良
　
寿
明

第
５
分
団
（
出
来
庭
）

副
分
団
長
　
時
光
　
達
也

第
６
分
団
（
城
之
堀
）

団
　
員
　
　
山
田
　
　
実

第
７
分
団
（
新
　
宮
）

団
　
員
　
　
時
光
　
良
弘

第
８
分
団
（
川
　
角
）

団
　
員
　
　
坊
田
　
美
則

第
９
分
団
（
平
　
谷
）

団
　
員
　
　
泉
　
　
政
治

■
勤
続
15
年
以
上
（
８
人
）

第
２
分
団
（
萩
　
原
）

団
　
員
　
　
郡
　
　
和
利

第
３
分
団
（
初
　
神
）

班
　
長
　
　
仏
円
　
岳
司

第
６
分
団
（
城
之
堀
）

団
　
員
　
　
立
花
　
太
郎

団
　
員
　
　
須
賀
　
雅
彦

第
８
分
団
（
川
　
角
）

団
　
員
　
　
本
間
　
英
世

団
　
員
　
　
谷
水
　
義
春

第
９
分
団
（
平
　
谷
）

団
　
員
　
　
植
木
　
健
治

第
10
分
団
（
団
　
地
）

団
　
員
　
　
滝
瀬
　
　
昇

【
熊
野
町
長
表
彰
】

■
勤
続
５
年
以
上
（
６
人
）

第
１
分
団
（
中
　
溝
）

団
　
員
　
　
竹
之
内
　
嗣
政

団
　
員
　
　
諏
訪
本
　
壮
太

第
３
分
団
（
初
　
神
）

団
　
員
　
　
小
田
原
　
大
輔

第
６
分
団
（
城
之
堀
）

団
　
員
　
　
山
方
　
清
次

第
７
分
団
（
新
　
宮
）

団
　
員
　
　
河
野
　
正
志

第
８
分
団
（
川
　
角
）

団
　
員
　
　
東
森
　
英
彦

（
生
活
環
境
課
）

「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
な

い
」
と
言
わ
れ
た
ら

【
相
談
内
容
】

「
１
千
円
で
換
気
扇
の
掃
除

を
し
ま
す
よ
」と
電
話
が
あ
り
、

来
訪
を
承
諾
す
る
と
、
浄
水
器

の
販
売
会
社
が
訪
問
し
て
来
た
。

４
時
間
の
強
引
な
勧
誘
で
、
30

万
円
の
浄
水
器
を
契
約
し
た
。

契
約
３
日
後
、
高
額
な
の
で

解
約
し
た
い
と
思
い
、「
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
し
た
い
」
と
販

売
会
社
に
電
話
し
た
が
、「
設
置

後
は
で
き
な
い
」と
言
わ
れ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

訪
問
販
売
で
浄
水
器
を
契
約

し
た
場
合
、
契
約
書
面
を
受
け

取
っ
た
日
を
含
め
て
８
日
以
内

で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
制
度
に
よ
り
無
条
件
で
契
約

を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
、
浄

水
器
は
引
き
取
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

「
設
置
し
た
の
で
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
で
き
な
い
」
な
ど
の

妨
害
が
あ
っ
た
場
合
は
、
改
め

て
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き

る
」
こ
と
を
記
載
し
た
書
面
が

交
付
さ
れ
た
時
か
ら
、
期
限
が

設
定
さ
れ
ま
す
。

相
談
者
に
は
、
販
売
会
社
と

信
販
会
社
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
を
妨
害
さ
れ
た
こ
と
を
書
面

で
通
知
す
る
よ
う
助
言
し
、「
最

初
に
販
売
目
的
を
言
っ
て
い
な

い
こ
と
」
も
含
め
て
問
題
点
を

指
摘
し
た
結
果
、
無
条
件
で
解

約
に
な
り
ま
し
た
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
、
所

定
の
期
間
内
に
通
知
を
発
信
す

る
こ
と
に
よ
り
、
効
果
が
生
じ

る
も
の
で
す
。
後
日
の
争
い
を

避
け
る
た
め
に
は
電
話
で
は
な

く
、
ハ
ガ
キ
な
ど
の
書
面
で
通

知
し
、
コ
ピ
ー
を
取
っ
て
保
管

し
、
配
達
記
録
や
簡
易
書
留
な

ど
で
送
っ
て
証
拠
を
残
す
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。（

生
活
環
境
課
）

税
務
職
員
を
装
い
、
現
金
自

動
預
け
払
い
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
を

操
作
さ
せ
振
込
み
を
行
わ
せ
る

「
振
り
込
め
詐
欺
」
に
よ
る
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

税
務
職
員
が
納
税
者
の
皆
さ

ん
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
す

る
場
合
は
、
提
出
し
て
い
た
だ

い
た
申
告
書
等
を
基
に
そ
の
内

容
を
ご
本
人
に
確
認
す
る
こ
と

を
原
則
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
税
務
署
や
国
税
局
で
は
、

次
の
よ
う
な
こ
と
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

（1）

還
付
金
受
取
の
た
め
に
金

融
機
関
等
の
現
金
自
動
預
け

払
い
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
の
操
作

を
求
め
る
こ
と
。

（2）

国
税
の
納
税
の
た
め
に
金

融
機
関
の
口
座
を
指
定
し
て

振
込
み
を
求
め
る
こ
と
。

（3）

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
電
話

の
設
置
。

問
合
せ
先

海
田
税
務
署

℡
823
―

２
１
３
１

（
税
務
課
）
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今
幼
小
連
携
の
教

育
が
叫
ば
れ
て
い

ま
す
。
幼
児
期
を

通
じ
て
小
学
校
以

降
の
生
活
や
学
習

の
基
礎
を
養
う（
平

成
十
一
年
十
二
月

中
教
審
議
中
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

学
習
の
基
礎
の
一
つ
、

読
み
・
書
き
教
育

を
私
共
に
お
任
せ

く
だ
さ
い
。 

ごみの正しい出し方
（可燃ごみ）

最近、埋立ごみに可燃ごみが多く混入

しています。

紙おむつや使い捨てカイロ、たばこの

吸いがら、保冷剤、貝殻（かき殻等）、

ペットの糞などは可燃ごみです。

その他下着類や靴（安全靴は大型ごみ）、

ぬいぐるみ、リサイクルできない紙や汚れ

た廃プラスチック、紙類にセロファン・ビ

ニール・カーボン・アルミ箔等が付着して

いるもの、使い捨てライター（必ず中身を

使い切る）も可燃ごみになります。

今一度、「ごみの正しい出し方」をよ

く見て、お間違えのないよう協力をお願

いします。 （生活環境課）

曲
に
乗
り
高
橋
大
輔
氷
上
を
自
由
自
在
に
力
強
い
滑
り

原
　
森
　
喜
久
枝

冷
え
し
る
き
師
走
の
夜
空
に
高
々
と
か
か
る
半
月
青
み
て
さ
ゆ
る

中
　
井
　
千
代
子

賀
状
を
送
る
弟
の
名
も
今
は
な
き
年
遡
り
て
影
浮
び
来
ぬ小

　
川
　
豊
　
子

八
十
路
過
ぎ
ひ
と
り
に
な
り
し
淋
し
さ
に
打
ち
勝
つ
心
持
ち
て
生
き
た
し

中
　
井
　
桂
　
子

賑
や
か
な
正
月
も
過
ぎ
我
に
又
静
か
な
刻
が
今
流
れ
出
す北

　
木
　
邦
　
子

「
優
先
」
を
譲
り
て
年
越
す
「
目
標
」
は
今
年
も
掲
ぐ
「
身
辺
整
理
」

田
　
中
　
洋
　
子

双も
ろ

の
手
を
「
抱こ

っ
こ
抱こ

っ
こ
」
と
差
し
出
す
を
抱
け
ば
孫
は
我
が
胸
に
躍
る

高
　
松
　
勝
　
子

百
歳
の
温
顔
の
ま
ま
じ
じ
さ
ま
の
野
辺
の
送
り
に
あ
か
ま
ん
ま
咲
く

大
　
杉
　
徳
　
子

皆
さ
ん
か
ら
の
短
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す（
１
人
２
作
品
ま
で
）。

住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
記
載
の
上
、
２
月
16
日
(金)
ま
で
に
企
画
課

必
着
。
応
募
方
法
は
不
問
。
Ｅ
メ
ー
ル
は
タ
イ
ト
ル
を
「
短
歌
俳

句
係
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＆
応
募
先
　

〒
731
―

４
２
９
２
　
熊
野
町
３
８
１
５
番
地
１

企
画
課
情
報
推
進
係
（kikaku@

tow
n.kum

ano.hiroshim
a.jp

）

短歌 
一般公募開始！ 

熊野町の火災と救急 
－平成18年12月中－ 
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